
入力例 【令和８年（2026年）版】

令和８年「病院運営実態分析調査」の調査票（エクセル）に回答するにあたって、

お問い合わせや記入間違いの多い箇所について例を示しておりますので、ご回答の

際の参考にしてください。なお、詳細については、「入力要領」をご覧ください。

また、この例については、架空の病院を想定して作成しておりますので、部分的に

現実と異なる場合があることをご了承ください。

※　特に指定が無い場合、金額の末尾は千円です。注意してください。

（例１）
【19】６月分の費用額 【19】６月分の費用額

これだと、１５８億９９０１万円 これは、１５８９万９千円
（例２）

【26】６月の入院診療収入額

これだと、５０５億２３２３万４千円
【26】６月の入院診療収入額

これは、５０５２万３千円

科 目 金額（千円）

医

　

　

　

　

　

　

　

　

業

　

　

　

　

　

　

　

　

費

　

　

　

　

　

　

　

　

用

給

　

与

　

費

常勤職員給 102,542,282

非常勤職員給 16,395,962

臨時給与（賞与等） 36,314,230

退職給付費用 8,045,090

法定福利費 15,899,010

材

　

料

　

費

薬品費

投薬用

食事材料費（患者分のみ）

注射用

その他

診療材料費

医療消耗備品費

経

　

　

　

　

　

　

費

福利厚生費

消耗品費

消耗備品費

光熱水費（燃料費含む）

修繕費

賃借料
土地・建物

設備・器機

委託費 0

◆租税公課

◆保険料
病院･医師賠償責任保険

その他

その他の経費

◆減価償却費

※資産減耗損

◆研究・研修費
図書費

その他

◆本部費分担金

科 目 金額（千円）

医

　

　

　

　

　

　

　

　

業

　

　

　

　

　

　

　

　

費

　

　

　

　

　

　

　

　

用

給

　

与

　

費

常勤職員給 102,542

非常勤職員給 16,396

臨時給与（賞与等） 36,314

退職給付費用 8,045

法定福利費 15,899

材

　

料

　

費

薬品費

投薬用

食事材料費（患者分のみ）

注射用

その他

診療材料費

医療消耗備品費

経

　

　

　

　

　

　

費

福利厚生費

消耗品費

消耗備品費

光熱水費（燃料費含む）

修繕費

賃借料
土地・建物

設備・器機

委託費 0

◆租税公課

◆保険料
病院･医師賠償責任保険

その他

その他の経費

◆減価償却費

※資産減耗損

◆研究・研修費
図書費

その他

◆本部費分担金

01

02

03

６月中の診療収入額（金額単位：千円）

入院基本 その他

診療科別

延医師数

入　院　料　等

６月中の ６月中の

入 院 延

特定入院料
（室料差額は除く）料等加算

投 薬 料 注 射 料

（RI含む）

271 2,332 

入院基本料
在院延患者

+退院患者

16,038 306.4 2,992 

ＤＰＣ

包括評

価部分

5,606 

（入院＋外来）

呼 吸 器 内 科

検 査 料 画像診断料患 者 数

4,614 819 

循 環 器 内 科

注：下記の診療科以

外の科がある場合

は、最も近似する科

に含めてください。

診 療 科

内 科

医学管理等

（RI除く）

1,582 

(入院時生活療養

費の食費を含む)

50,523 371 

区分
入院時食

事療養費

01

02

03

６月中の診療収入額（金額単位：千円）

入院基本 その他

診療科別

延医師数

入　院　料　等

６月中の ６月中の

入 院 延

特定入院料
（室料差額は除く）料等加算

投 薬 料 注 射 料

（RI含む）

271,432 2,332 

入院基本料
在院延患者

+退院患者

16,038,223 306.4 2,992 

ＤＰＣ

包括評

価部分

5,606,214 

（入院＋外来）

呼 吸 器 内 科

検 査 料 画像診断料患 者 数

461 ,434 819 ,342 

循 環 器 内 科

注：下記の診療科以

外の科がある場合

は、最も近似する科

に含めてください。

診 療 科

内 科

医学管理等

（RI除く）

1,582 

(入院時生活療養

費の食費を含む)

50,523,234 371 

区分
入院時食

事療養費



病院運営実態分析調査票　１　（病院名等・開設者・病院の種類）

　【１】病院名・所在地・調査担当者等

都 道

府 県

所 役 氏

属 職 名

　【２】開設者（該当する１箇所に●を付けてください。）

　 　 　 　

╭ ╮ 　 　 　

╰ ╯ 　 　

　 　 　

　 ● 　
（国立大学法人） ╭ ╮ 　 　

　

　 ╰ ╯ 　 　

　
（旧労働福祉事業団） 　

　 　

　 　 　
（国、独立行政法人） 　 　

╭ ╮

╰ ╯

　【３】病院の種類（(1)は１箇所に●を付けてください。(2)は該当する箇所に●を付けてください。）

（複数回答可）

● 1. 　 10.

╭ ╮ ● 11.

　 ╰ ╯ 　 12.

2. 　 13.

　 3. 　 14.

　 15.

　 5. 　 16.

6. 　 17.

╭ ╮ 7. ● 20.

8. 　 21.

╰ ╯ 9. 在宅療養支援病院（200床未満）または

在宅療養後方支援病院（200床以上）

●

1.

2.

3.

4.

●

　

●

　

独立行政法人

健康保険組合及びその連合会

（４）電話番号

精神科病院、結核病院、特
定機能病院以外は一般病院
に●を付けてください。

一般病院

精神科病院

結核病院

特定機能病院

文部科学省

●

（１）病院の種類 （２）病院の種類（再掲）

医療法による地域医療支援病院の承認を
受けている病院は●を付ける。

地域医療支援病院

8月31日

（３）調査担当者

独立行政法人国立病院
機構、旧国立病院・療
養所

厚生労働省

その他

marumaru_byouin@ijika.jp

公益法人

医療法人

（５）FAX番号 03-1234-5678

都道府県

指定都市

（令和８年６月）

提出期限

（６）e-mail

（１）病 院 名 ○○○○病院

（２）所 在 地 〒

03-1234-1234

150-0001

医事課 係長

都道府県
以　降 ○○区○○○○　１－２－３東京都

○○次郎

障害者施設併設

特定医療法人

社会医療法人

国民健康保険組合

私立大学病院、私立大学付属病
院等を含む

都道府県・指定都市・
市・町村・組合（広域
連合）には地方独立行
政法人を含む

人間ドック併設

地域医療機能推進機構（JCHO)

独立行政法人

国民健康保険団体連合会

町　村

市

組　合(広域連合)

その他の法人

医療生協

社会福祉法人

介護老人保健施設併設

ＤＰＣ準備病院　

　

紹介受診重点医療機関 指定訪問介護事業所併設

厚生連

ＤＰＣ対象病院

票番号

1

労働者健康福祉機構

北海道社会事業協会

共済組合及びその連合会

済生会

日　赤

在宅介護支援センター併設

会　社

療養病棟のみの病院

専門病院

個　人

学校法人

開放型病院

介護医療院併設

介護医療院を有する病院

臨床研修病院（大学病院含む）

介護福祉施設併設

療養病棟とそれ以外の病棟を有する病院

該当する１箇所を選ん
で●を付けてください。

（１）～（６）まで漏れなく入力して
ください。「役職」がない場合は、
「職員」としてください。

該当する１箇所を選ん
で●を付けてください。

「ＤＰＣ対象病院」の場合は、必ずここ
に●を付けてください。

「地域医療支援病院」の場合は、必ず
ここに●を付けてください。

「（２）病院の種類（再掲）」は、複数の回
答があっても構いませんという意味です。

医療法人の場合は、「特定」
「社会」の区別をよく確認して
●を付けてください。

「在宅療養支援病院」または「在宅療
養後方支援病院」の場合は、いずれも
ここに●を付けてください。
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病院運営実態分析調査票　２　（救急・臨床研修・選定療養費・委託・標榜）

　【４】救急医療の状況（救急体制は、告示の有無に関係なく、該当する体制で一番高次な体制を１つ選んでください。）

※

● 1. 　 1.

● 2. （単位：床）

　 2. 　 3.

　 4.

　【５】臨床研修指定及び医師数  【６】選定療養費（病院が定める１人１回当たり徴収額）

╭ ╮
● 1. ● 1. ╰ ╯

　 2. ● 2.

※200床未満の病院は入力しないでください。

　【７】外部委託実施状況（選択した委託項目は調査票10【19】6月分の費用額に委託費の明細を入力する欄があります。）

　 １ ● １ ● １ ● １ ● １ 　 １ 　 １ 　 １ 　 １ 　 １ ● １ ● １ 　 １

　 ２ 　 ２ 　 ２ 　 ２ 　 ２ ● ２ 　 ２ 　 ２ ● ２ 　 ２ 　 ２ 　 ２ 　 ２

● ３ 　 ３ 　 ３ 　 ３ 　 ３ 　 ３ ● ３ ● ３ 　 ３ ● ３ 　 ３ 　 ３ ● ３

（注）①全部、一部、委託していない、のいずれかの番号に必ず●を付けてください。

②病院に該当する委託の部門（種類）そのものがない場合は、｢３｣に●を付けてください。

　【８】標榜診療科名　※標榜している診療科（近似する標榜診療科名を含む）の番号に●を付けてください。

● 　 ● ● 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 ● ● 　 　 ● 　 　 ● 　 　 　 　 　 　 ● 　 　 　 　 　 　 　 　

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

(消費税含む。単位:円)(消費税含む。単位:円)

（6）

2,625

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
科

病

衣

洗

濯

歯

科

技

工

（

Ｓ

Ｐ

Ｄ

）

物

品

管

理

（13）（12）（10）

歯
　
科

婦
人
科

（7） （9） （11）（8）

管

理

委

託

泌
尿
器
科

心
臓
血
管
外
科

臨
床
検
査
科

耳
鼻
い
ん
こ
う
科

救
急
科

産
　
科

麻
酔
科

病
理
診
断
科

放
射
線
科

産
婦
人
科

脳
神
経
外
科

形
成
外
科

美
容
外
科

医

療

事

務

寝

具

類

洗

濯

診

療

録

管

理

整
形
外
科

矯
正
歯
科

小
児
歯
科

眼
　
科

小
児
外
科

外
　
科

呼
吸
器
外
科

乳
腺
外
科

気
管
食
道
外
科

肛
門
外
科

歯
科
口
腔
外
科

消
化
器
外
科
（

胃
腸
外
科
）

委託して
いない

神
経
内
科

血
液
内
科

精
神
科

心
療
内
科

皮
膚
科

内
　
科

ア
レ
ル
ギ
ー

科

リ
ウ
マ
チ
科

感
染
症
内
科

小
児
科

呼
吸
器
内
科

循
環
器
内
科

消
化
器
内
科
（

胃
腸
内
科
）

腎
臓
内
科

糖
尿
病
内
科
（

代
謝
内
科
）

患

者

食

事

棄

物

処

理

感

染

性

廃

清

　
　
掃

(

医
療
機
器

)

保

守

点

検

検

　
　
査

研　修　指　定
研　修　の　形　態

（5）

委
託
状
況

滅

　
　
菌

（1） （2） （4）（3）

全部委託

一部委託

委
託
の
種
類

（令和８年６月）

初　　診 再　　診

数値を入力する欄において、該当がないときは空欄とし、
「0」「0.0」「－」などを入力しないでください。

票番号 病　院　名

２ ○○○○病院

（厚生労働省の指定）

救 急 専 用
病 床 数

救　急　体　制救　急　告　示

 受けていない

 受けている

 な し

 ３ 次 （救命救急センター）

 ２ 次 （輪番制等）

 １ 次 （休日･夜間急患センター）

協 力 型

基 幹 型

な　し

あ　り

研 修 医 師 数

3

5

6月30日現在
単 位： 人

1,050

救急専用病床は、救急医療を要す
る傷病者のための専用病床で、救
急病室の病床など、専ら救急患者
のために使用されている病床のこ
とです。通常は他の病床として使
用していて、救急の際に優先的に
使用する優先病床は含みません。

該当する一方を選ん
で●を付けてください。

該当する１箇所を選ん
で●を付けてください。

該当する病床数を入力
してください。

該当する一方を選ん
で●を付けてください。

２００床以上の病院で、徴収している場合は、
１人当たり徴収額を税込で入力してください。

１,２,３のいずれかに必ず●を付けてください。 該当する部門そのものが無い場合は、３に
●を付けてください。
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病院運営実態分析調査票　３　（病床数・患者数）

　【９】病床数
病床の種類 地域包括

医療病床

（再掲）

（注）①許可病床、実働可能病床について、病床数を入力してください。

②実働可能病床数は許可病床数と同じか少なくなります。

　【10】６月中の患者数等（介護サービスの場合は利用者数。人間ドック等、健康診断は除く。）

（再掲）

（注） (1) 「月末在院患者数」は、6月30日24時現在の在院患者数をいいます。
(2)

(3) 「退院患者数」は、1日から30日までの毎日の退院患者数の合計で、入院してその日のうちに退院した患者も含めます。
(4)

(5)

(6)

(７)６月中の外来延患者数

( ＝①新来患者数＋②再来患者数＋③居宅サービス利用者 )

(注)

20

10

242 458

回復期 地域包括

リハ病床 ケア病床

（再掲） （再掲）

10

212 112

数値を入力する欄において、該当がないときは空欄とし、
「0」「0.0」「－」などを入力しないでください。

「新入院患者数」は、1日から30日までの毎日の新入院患者数の合計で、入院してその日のうちに退院した患者も含めま
す。

240 450

10 18

回復期
リハ病床

2 8

（単位：人）（単位：人）

60

（令和８年６月）

地域包括
ケア病床

8 15

3

(10)６月中の救急患者数

②

６月中の外来
診療実日数

6677,517

うち入院患者数

（　救急患者数の再掲　）

外来延患者数

88,981

うち時間外・休
日又は深夜に来
院した患者数

うち６歳未満の
患者数

①新来患者数と②再来患者数の合計は調査票14【27】6月中の
外来延患者数と概ね一致します。介護保険に係る居宅サービ
ス利用者がいる場合は、その数だけ多くなります。

ビス利用者数新来患者数

③ 居宅サー

272 7545

救急患者数 うち救急専用の
自動車で来院し
た患者数

（再掲）

71,287

（単位：日）

入院延患者数の合計は(3)退院患者数と(4)在院延患者数の合計で、調査票13【25】6月中の入院延患者数の合計と概ね一
致します。介護保険サービス利用者がいる場合は、その数だけ(6)入院延患者数の合計の方が多くなります。

（6）入院延患者数

6,827

再来患者数

23

①

23

4

在院延患者数

結核病床 感染症病床

2

（3）退院患者数 254

22.8

150

14 2

38

一般病床

197

患者数又は利
用者数等

合　計

243

（1）月末在院患者数 128

（2）新入院患者数 259

病床の種類

（4）在院延患者数

16.0

6,077

280.3
（5）平均在院日数

3,982

(小数点第1位まで）

60845
上記(3)+(4)

83.6

1,270

2 540

40

(９)令和７年度間延患者数

841

「平均在院日数」は自動計算しています。入院基本料の施設基準等における届出平均在院日数と異なっていても構いませ
んが、極端に差がある場合は、(2)新入院患者数、(3)退院患者数、(4)在院延患者数の計上に誤りがないか確認してくだ
さい。平均在院日数＝(4)／{(2)＋(3)}×1/2

6,351

「在院延患者数」は、毎日24時現在の在院患者数の1カ月間を合計した数をいい、外泊中の患者は含めますが、入院して
その日のうちに退院した患者は含めません。

実働可能病床数

40

(８)

16

4,236

1,254

274

感染症病床

232

療養病床

224

○○○○病院

許可・ 実働

合　計

一般病床

緩和ケア
病　床

結核病床精神病床

8

3

地域包括
医療病床

病　院　名

150

（再掲）

許 可 病 床 数

票番号

３

1

緩和ケア
病　床

90

50

90

96.0 50.0

（再掲）

4

療養病床

短期入所療養
介護対象者等

含む

3

精神病床

③緩和ケア病床、回復期リハ病床、地域包括ケア病
床、地域包括医療病床は再掲してください。

（再掲）

34

31

「実働可能病床数」は「許可病床
数」と同じか、少なくなります。

調査票１４の「外来延患者数」（７４９４）と一致します。

（確認例）６６７＋６８２７＝７４９４

３０日を超えません。

入力する際に、桁ズレ等がないように入

力してください。１２（カ月）で割ると、およ

そ１カ月間の患者数になります。

（確認例）入院 ７１２８７÷１２≒５９４１
外来 ８８９８１÷１２≒７４１５

「平均在院日数」は自動計算させてい
ます。貴院の診療報酬や施設基準上
（転棟転床、特定除外等を加味した）
の平均在院日数と違っていても構いま
せん。

調査票１３の「入院延患者数」（６３５１）と一致します。

（確認例）４２３６＋１２７０＋８４５＋０＋０＝６３５１

「月末在院延患者数」は「病床数」
以下か、同程度になります。

左記の各病床から、それぞれ再掲
してください。

【９】【１０】ともに、この列には入力
をしないよう、ご注意ください。

「在院延患者数」を３０日で割ると「月末在
院患者数」に近い値になります。
（確認例）６３０４÷３０≒２１０
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病院運営実態分析調査票　４　（死亡数・部屋数）

　【11】令和７年度間死亡数及び剖検数

　【12】部屋数

（例） １人部屋が 50 部屋 （  50床）

２人部屋が 75 部屋 （ 150床）

３人部屋が 75 部屋 （ 225床）

４人部屋が 7 部屋 （  28床）

＋）５人部屋が 0 部屋 （   0床）

総部屋数 207 部屋 （ 453床）

病　院　名

（令和８年６月）

数値を入力する欄において、該当がないときは空欄とし、
「0」「0.0」「－」などを入力しないでください。

４ ○○○○病院

票番号

死 亡 数

５人部屋
１人部屋

剖 検 数

126 1

総部屋数　　※（病床数ではなく、部屋数です。）

２人部屋

84 9 45

×

（単位：人） （単位：件）

10

以　上
４人部屋３人部屋

○

20

病床数ではなく、部屋数です。「総部屋数」が「病床
数」を超えることはありません。

（確認例）調査票３「許可病床数」２３２床 ＞ ８４部屋

令和７年度間の「死亡数」と「剖検数」
を入力してください。
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病院運営実態分析調査票　５　（入院基本料等）

　【13】入院基本料等の状況 ╭ (1)～(6)は、算定している入院基本料等（(1)は複数可）を選んで●を付けてください。 ╮

╰ (7)は、算定しているものについて該当するもの（複数可）に●を付けてください。 ╯

　

　 ●

　

　

　

　

　

● 1.

● 2.

　 3.

　 ● 4.

5.

　 6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

　 13.

14.

15.

● 16.

● 17.

18.

19.

20.

● 21.

22.

　

15対１入院基本料

　 　

〈特定機能病院Ａ･Ｂ･Ｃ〉

〈特定機能病院Ａ･Ｂ･Ｃ〉

〈急性期(地域)一般入院基本料〉 〈精神病棟入院基本料〉

　

　※複数選択の場合

〈急性期病院一般入院基本料〉 〈急性期病院精神病棟入院基本料〉

急性期B 急性期B 15対1

　 25. 新生児特定集中治療室重症児対応体制強化管理料

　 26. 地域包括医療病棟入院料

13対１入院基本料

７対１入院基本料

10対１入院基本料

13対１入院基本料

10対１入院基本料 特定集中治療室管理料

地域移行機能強化病棟入院料●

特別入院基本料

〈特定機能病院Ａ･Ｂ･Ｃ〉

　

７対１入院基本料

10対１入院基本料

13対１入院基本料

15対１入院基本料

18対１入院基本料

20対１入院基本料

小児入院医療管理料

特殊疾患入院医療管理料

小児特定集中治療室管理料

総合周産期特定集中治療室管理料

新生児治療回復室入院医療管理料

脳卒中ケアユニット入院医療管理料

（5）専門病院

７対１入院基本料

（7）特定入院料

救命救急入院料

（6）障害者施設等

ハイケアユニット入院医療管理料

（令和８年６月）

病　院　名

○○○○病院５

票番号

（4）結核病棟（1）一般病棟

精神科急性期治療病棟入院料

精神科救急・合併症入院料

児童・思春期精神科入院医療管理料

（2）療養病棟 （3）精神病棟

入院料（届出区分：１）

入院料（届出区分：２）

入院料（届出区分：特別）

新生児特定集中治療室管理料

　 24.

特定一般病棟入院料

精神療養病棟入院料

特殊疾患病棟入院料

緩和ケア病棟入院料

精神科救急急性期医療入院料

認知症治療病棟入院料

特定機能病院リハビリテーション病棟入院料

　 13. 地域包括ケア入院医療管理料

回復期リハビリテーション病棟入院料

地域包括ケア病棟入院料

一類感染症患者入院医療管理料

23.

「（７）特定入院料」は、該当する箇所
全てに●を付けてください。

該当する１箇所に●を付けてください。

該当するものを選択してください。
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病院運営実態分析調査票　６　（看護・設備）

　【14】夜間の看護単位数及び病棟看護師の勤務体制（看護単位数を入力してください。）

（注）「３交替」、「変則３交替」のみ再掲してください。

　【15】設備状況（施設基準等の取得の有無に関わりなく入力してください。）

（令和８年６月）

2

3

無菌治療室（手術室は除く）

放射線治療病室

外来化学療法室

陰圧室

床

床

床

床

1精神病棟

3

1

新生児治療回復室（ＧＣＵ)

心臓内科系集中治療室（ＣＣＵ）

特定集中治療室（ＩＣＵ）

母体・胎児集中治療室（ＭＦＩＣＵ）

脳卒中集中治療室（ＳＣＵ）

新生児特定集中治療室（ＮＩＣＵ）

小児集中治療室（ＰＩＣＵ）

広範囲熱傷集中治療室

結核病棟

11

療養病棟

4

1

一般病棟

1

2

２人１人

1

３人
以上

2

数値を入力する欄において、該当がないときは空欄とし、
「0」「0.0」「－」などを入力しないでください。

病　院　名

準　夜
合
 
　
計

そ
 
の
 
他

変則３交替の再掲

1

深　夜準　夜

１人
３人
以上

３人
以上

深　夜

１人

３
 
交
 
替

３人
以上

1

１人 ２人

票番号

６

２人 ２人

３交替の再掲

○○○○病院

変
則
３
交
替

２
 
交
 
替

床

床

床

床

床

1

床

床

床

4

「３交替」と「変則３交替」は、それぞれ再掲してください。
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病院運営実態分析調査票　７　（※調査終了）

○○○○病院

病　　院　　名

（令和８年６月）

数値を入力する欄において、該当がないときは空欄とし、
「0」「0.0」「－」などを入力しないでください。

票番号

７

調査票７の調査項目につきましては、調査終了となりました。

引き続き、調査票８以降のご回答をお願い申し上げます。
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病院運営実態分析調査票　８　（職員数）

　【16】６月30日現在職員数 ╭ ２以上の部門又は２以上の職種を兼ねている者は、それぞれの勤務時間を按分した「按分人員」╮

╰ で、「非常勤職員」と「委託職員」は「換算人員」で記入してください。 ╯

常勤・非常勤・委託別

職　種

（注） ①【16】常勤職員数の合計は調査票9【18】常勤職員数の合計と概ね一致します。（入力要領参照）
②【16】非常勤職員数の合計は調査票9【18】非常勤職員数の合計と概ね一致します。（入力要領参照）
③ 介護福祉士を看護業務補助者として配置している場合は、看護部門の「▽看護業務補助者」欄に計上してください。

④ ケアマネジャーは実務に係わっている有資格者を再掲（委託の場合は別掲）してください。

⑤ 放射線・検査部門専属の医師数を再掲してください。

■医師事務作業補助者 32 4.5 2.5

委託職員（別掲）区分 非常勤常　勤

5.6○医師・歯科医師（管理専門医師を含む） 01 23.5

薬 剤 部 門
◎薬剤師 05

06

9.0

（令和８年６月）

票番号 病　院　名

８ ○○○○病院

数値を入力する欄において、該当がないときは空欄とし、
「0」「0.0」「－」などを入力しないでください。

127.0

3.0 1.5

1.1

12.6

15.2

12.0

28.0 12.1

7.0

看 護 部 門 職 員 は 調 査 票 9
【17】に再掲してください。

□准看護師 03
▽看護業務補助者（介護職員含む） 04

看 護 部 門 △看護師 02

▼その他の職員　　　　　　　　・

放 射 線 部 門

●診療放射線技師 07
●診療エックス線技師 08

▼その他の職員　　　　　　　　・ 09 2.0

検 査 部 門

●臨床検査技師 10

▼その他の職員　　　　　　　　・ 13

12●その他の技師

●衛生検査技師 11

9.0

1.0

2.0

11.0

5.0

2.0

5.0

1.0 11.0

1.2

2.0

1.5 2.5▼その他の職員　　　　　　　　・ 19

●視能訓練士 16

22▼調理師　　　　　　　　　　　・

●あん摩マッサージ指圧師

●言語聴覚士

20
●栄養士（管理栄養士除く） 21

24
●臨床工学技士

●歯科衛生士・歯科技工士

25

栄 養 部 門

▼その他の職員　　　　　　　　・ 23

34

リハビリ部門

●理学療法士（ＰＴ） 14
●作業療法士（ＯＴ） 15

17

18

26

●管理栄養士

ケアマネジャー（再掲）

35

36

合　　　　　　　計

11.0

16.5

33.0

▼その他の職員　　　　　　　　　　　　　　　　　・

3.0

4.0

4.0

■医事事務担当職員

1.5

2.0

●介護福祉士　注③

事 務 部 門

31 21.5

●その他の医療技術員（有資格者） 28

●義肢装具士

27

30

放射線・検査部門専属医師（再掲） 37

■医療社会事業従事者（医療ソーシャルワーカー） 29
■診療記録管理者

■一般事務担当職員

59.8

12.0

33
3.7

2.0

3.0

1.2

4.0

1.0

311.7

調査票９の「看護部門職員数」の合計と
それぞれ一致します。
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病院運営実態分析調査票　９　（看護職員数・給与）

　【17】看護部門の職員の内訳

常勤・非常勤

職　種

⇓ ⇓ ⇓ ⇓ ⇓ ⇓

（注）①

② 手術部門と中材部門を兼務している場合は、勤務時間比率で按分して計上してください。

③ 他の部門と兼務している場合は、勤務時間比率で按分してください。

④ 他の部門に属さない看護要員を計上してください。

　【18】６月分の給与額

（注）① 調査票8【16】の●印の職員数合計は【18】の●その他の医療技術員と概ね一致します。(入力要領参照)

② 調査票8【16】の■印の職員数合計は【18】の■事務職員と概ね一致します。(入力要領参照)

③ 調査票8【16】の▼印の職員数合計は【18】の技能労務員▼その他と概ね一致します。(入力要領参照)

④ 給与額は毎月決まって支給される諸手当を含む６月分給与額を計上し、臨時給与は含めないでください。

職員数・給与額

職　種

⇓ ⇓

1.0 1.0

1.2外来部門

□准看護師▽看護業務
補助者

02

一般病棟

□准看護師

13.0

（令和８年６月）

04

2.3

常　　　　　勤 非　　常　　勤

△看護師

療養病棟

△看護師

7.6

票番号 病　院　名 数値を入力する欄において、該当がないときは空欄とし、
「0」「0.0」「－」などを入力しないでください。

９

区分

○○○○病院

6.02.0

▽看護業務
補助者

2.0

4.3

5.06.564.001 5.9

1.8

0.5

2.0

10.0 10.0

1.0

0.51.5

中材部門（注②）

その他 06

健診部門（注③）

入
 
院
 
部
 
門

13.0

05

手術部門（注②）

精神病棟

07 18.0

結核病棟

08 11.0

09

14

2.0

1.01.0

非常勤・区分03

18,332 

看護部門職員の合計は、職種･常勤･非常勤別にそれぞれ調査票8【16】6月30日現在職員数の看護部門の職員数とそれぞれ一致します。

職員数職員数

6,231 23.5

調査票8【16】

2,671 12.6

と一致 と一致

区分
職員給与（千円）

非 常 勤 職 員

12.5 3,347 

と一致

□准看護師

5.6

3,598 

非常勤・区分02

0.8

非常勤・区分04

12.1

と一致

15.2

1.5

12.6

0.5

と一致

職員給与（千円）

と一致

常　勤　職　員

28.0 15.2

11

10 2.0

訪問看護・地域医療部門

その他の部門（注④） 7.012
合　　　　計

◎薬剤師 17

131.0

常勤・区分02 常勤・区分03 常勤・区分04

16

○医師・歯科医師

39,712 

●その他の医療技術員 18
医療技術員

127.0

(有資格者） 46.2

△看護師 15

13 12.0

合　　　　　　計

技能労務員
▽看護業務補助者 20
▼その他 21

22

■事務職員 19 46.5 13,112 

28.0 6,677 

352 1.19.0 2,879 

14,691 

16,396

1,162 

1,789 

593 4.5

8.7

調査票8【16】非常勤
職員数の合計と概ね一
致します。（入力要領
参照）

非常勤職員給の合計を
調査票10【19】6月分
の費用額の非常勤職員
給へ転記してくださ
い。

12.1

59.8

調査票8【16】常勤職
員数の合計と概ね一致
します。(入力要領参
照)

常勤職員給の合計を調
査票10【19】6月分の
費用額の常勤職員給へ
転記してください。

316.2 102,542

19.5 3,792 

調査票８の「看護部門職員数」とそれぞ
れ一致します。

調査票１０の「非常勤職員給」へ転記してください。

調査票１０の「常勤職員給」へ転記してください。

「職員数」に計上があれば「職員給与」に計上があり、

「職員給与」に計上があれば「職員数」に計上があります。

（確認例）２６７１千円÷１２.６人≒２１万円（１人当たり給与）
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病院運営実態分析調査票　１０　（費用）

※の科目は令和7年度１カ年間実績額の1／12を計上してください。
◆の科目は令和8年度１カ年の支払い予定額の1／12を計上してください。

科 目

委託費の内訳

科 目

 ※法人税・住民税（別掲）

 納付消費税（別掲）　　　　　　　

（令和８年６月）

票番号 病　　院　　名 数値を入力する欄において、該当がないときは空欄と
し、「0」「0.0」「－」などを入力しないでください。

１０ ○○○○病院

調査票9【18】常勤職員給の合計を転記してください。

　【19】６月分の費用額 調査票9【18】非常勤職員給の合計を転記してください。

夏期・年末・期末に支給される賞与一時金を計上し次の計
算式で算出してください。

 今年度本俸（基本給）
前年度本俸（基本給）

×前年度賞与支給総額×1/12 

金額（千円） 令和7年度（または令和7年）の退職給付費用の1/12を計上
してください。

医
　
　
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
費
　
　
　
　
　
　
　
　
用

給
　
与
　
費

常勤職員給 102,542
法令に基づいて6月中に支払った医療保険、年金保険などの
事業者負担を計上してください。なお、労働保険（雇用保
険・労災保険）については、本年度申告年額の1/12を計上
してください。（賞与に係る保険料の事業者負担などで、
当月分の計上が困難な場合は、前年度負担額の1/12、また
は前年度負担額の1/12に今年度見込額を加味するなどして
計上してください。）

非常勤職員給 16,396

臨時給与（賞与等） 36,314

※退職給付費用 8,045

法定福利費 15,899

材
　
料
　
費

薬品費

投薬用 57,945

24,571

食事材料費（患者分のみ）

「薬品費」は、投薬、注射、その他の薬品の別に、6月中の
消費額（購入額でないことに注意）を計上してください。
この薬品消費額の計上は次の方法があります。各病院の実
情によって、どちらかの方法で計上してください。

注射用 41,492

その他 13,873
　Ａ．期首棚卸額（5月31日）＋倉庫払出総額（6月中）－
期末棚卸残高（6月30日）＝6月中実消費額診療材料費

4,631 　Ｂ．6月中の倉庫払出総額を実消費額とみる。

医療消耗備品費 13,978 6月中の消費額を計上してください。

経
　
　
　
　
　
　
費

福利厚生費 2,988 6月中の消費額を記入してください。全部委託している場合
は記入しないでください。

消耗品費 3,999
6月中に使用を開始したものを記入してください。

消耗備品費 1,427
6月中の消費額を記入してください。

光熱水費（燃料費含む） 2,997
6月中に使用を開始したものを計上してください。

修繕費 871

賃借料
土地・建物 1,987 調査票2【7】外

部委託実施状況
に対応します。設備・器機 1,779 金額（千円）

委託費 17,161 (１)患者食事

◆租税公課 123 (２)滅　　菌 5,529

◆保険料
病院･医師賠償責任保険 599 (３)保守点検（医療機器） 2,342

その他 342
令和8年3月31日
現在の資産総額
に基づいて算出
される減価償却
費の1/12を計上
してください。

(４)清　　掃 3,081

その他の経費 2,891 (５)感染性廃棄物処理 1,798

◆減価償却費 23,091 (６)検　　査 765

※資産減耗損 232 (７)医療事務

◆研究・研修費
図書費 290 (８)管理委託

その他 798 (９)物品管理（ＳＰＤ) 110

◆本部費分担金 令和8年度1カ年
における支払予
定額の1/12を計
上してくださ
い。

(10)診療録管理

医
業
外
費
用

◆支払利息 1,241 (11)寝具類洗濯

看護師・准看護師養成費 (13)歯科技工

761

診療費割引 (12)病衣洗濯 341

費　用　合　計 400,623

その他の医業外費用 2,121 (14)その他 2,434

委託費計 17,161

1,510

　※特別損失

調査票９の「常勤職員給」を転記してください。

調査票９の「非常勤職員給」を転記してください。

賞与（１年分）の１２分の１を計上してください。

退職給付費用（１年分）の１２分の１を計上してく
ださい。

法定福利費（１年分）の１２分の１を計上してくだ

さい。

「投薬用」と「注射
用」に分けて計上し
てください。

患者分のみ計上してください。患者食事を完全
に委託している場合は計上しないでください。

内訳と一致します。
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病院運営実態分析調査票　１１　（収益・人間ドック）

　【20】６月分の収益額・人間ドック

※の科目は令和7年度1カ年間実績額の1／12を計上してください。

科 目

─ 調査票13【26】6月中の入院診療収入額の合計を転記して計上してください。

─ 介護保険サービスに係る収入がある場合の金額計上してください。

─ 入院患者の医療に係る収入で、特別室の特別料金徴収額を計上してください。

─

─
─ 各種の健康診断、予防接種等に関わる収入を計上してください。

─ 介護保険の各種の健康診断、予防接種等に関わる収入を計上してください。

▲ ─ 令和7年度の1/12をマイナス計上してください。

▲ ─ 令和7年度の1/12をマイナス計上してください。

─ 他の病院又は診療所から委託された検査収入等を計上してください。

─ 介護保険の通常実施地域を超える送迎収入等を計上してください。

医療相談収入等の再掲

１日ドック[半日ﾄﾞｯｸ含む］

１泊２日ドック

２泊３日以上

※他会計負担金・補助金等収入（別掲）

（入力例）入院収入・外来収入の転記

歯科

以外

２．介　護 合計を調査票11【20】6月分の収

１．医　療 益額の入院収入の医療へ転記。

２．介　護

２．介　護

歯科

以外

合計を調査票11【20】6月分の収

益額の外来収入の医療へ転記。

（令和８年６月）

票番号 病　　院　　名 数値を入力する欄において、該当がないときは空欄とし、
「0」「0.0」「－」などを入力しないでください。

１１ ○○○○病院

調査票13【26】調査票14【28】6月中の入院・外来診療収入
額の計上が困難な場合は直接計上してください。

金額（千円）

医
　
　
　
業
　
　
　
収
　
　
　
益

入 院 収 入
１．医　療 253,621

２．介　護 6,844

 特別の療養環境
（室料差額）収入

１．医　療 1,709

２．介　護 201 介護保険サービスに係る収入で、特別室の特別料金徴収額がある場合にを計上してください。

外 来 収 入
１．医　療 159,844 ─ 調査票14【28】6月中の外来診療収入額の合計を転記して計上してください。

２．介　護 1,150 介護保険の居宅サービスに係る収入で、訪問看護、訪問リハビリテーション等を計上してください。

公 衆 衛 生
活 動 収 入

１．医　療 1,301

２．介　護

  医療相談収入 1,201 ─ 人間ドック等個別的健康診断に係る収入を計上してください。

その他の
医業収入

※
査
定
減

１．医　療 304

２．介　護 12

そ
の
他

１．医　療 1,257

２．介　護

医
業
外
収
益

 ※受取利息配当金 24

 ※看護学校収入

 ※その他の医業外収入 379

5,375

　※特別利益 5

収　益　合　計 427,215

326

16う
ち

人
間
ド
ッ

ク

654

8,525 計

受診者数（人）金額（千円）

65,420 計

291

13,866

9,263

調査票

13

調査票

14

科　　　　目 金額（千円）

医
　
　
　
業

入 院 収 入
１．医　療 65,420

(注) 「他会計負担金・補助金等収入」は、令和7年度１カ年間実
績額の1/12です。

外 来 収 入
１．医　療 8,525

 特別の療養環境
（室料差額）収入

調査票１３の「入院収入額」の合計を転記してください。

調査票１４の「外来収入額」の合計を転記してください。

前年度の１２分の１をマイナス計上してください。

前年度実績の１２分の１を計上してください。

（確認例） １日ドック ６５４千円÷１６人≒４０８７５円（１人当たり）

１泊２日ドック ３２６千円÷ ５人≒６５２００円（１人当たり）
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病院運営実態分析調査票　１２　（業務量等・有形固定資産・敷地面積）

【21】６月中の検査件数・画像診断・処方せん・食事 （6）６月中の手術件数（手術室で行ったもの）

・手術の件数等

（1）６月中の検査件数

【22】 有形固定資産額（令和７年度末現在）

外部委託分については、下記に記入してください。

①

 【33】施設面積・駐車場台数・建物延面積
（3）６月中の処方せん枚数・院外処方せん発行率・調剤件数

・薬剤管理指導延回数

（注）

＝

（4）入院時食事療養費・入院時生活療養費

● 　入院時食事療養費 ●  入院時生活療養費

╭ ╮

╰ ╯

（例）入院延患者数13,004×3＝39,012人＞食事数合計37,002食

（2）６月中の画像診断（RIを含む）部門の延患者数

病院が外部に委託して実施した検査

 検査件数

単位：㎡、小数点以下は四捨五入して整数のみ記入してください。％

1,750

38,065
件

項　　　目

償却後の資産額により計上してくだい。金額単位を間違えな
いよう注意してください。

70

55

171
枚

1,091

病院が外部から委託を受けて実施した検査

千円

その他の有形固定資産

土　地（別掲）

（令和８年６月）

票番号 病　院　名 数値を入力する欄において、該当がないときは空欄とし、
「0」「0.0」「－」などを入力しないでください。

１２

 全身麻酔で行った手術 68

○○○○病院

千円

千円

金額（千円）

合　　計 2,760,696

建物附帯設備 436,987
千円

523,498

1,587,813

2,801
千円

千円
212,398

 検査件数（別掲） 27
件

 検査受託収入額（別掲）

建　　物

1.0

枚＋外来投薬）

千円

 検査件数（別掲）

1,987,238

1,048
件

千円

 検査委託費用（別掲）

2,671
人

 院内処方せん枚数
（入院投薬

17,359

 院外処方せん枚数 （外来投薬）

㎡

敷地の面積

 調剤件数
（入院投薬

24,060
件＋外来投薬） 項　　　目 面積(㎡)・台数(台)

外来の院内処方
せん発行枚数

3,440
㎡

5,940
㎡

㎡
19,370

㎡

 中央診療部門

調剤件数は処方せんに書かれている調剤の件数の合計を
計上してください。

 薬剤管理指導延回数（件数） 393
回

院外処方
せん発行率

7,560

2,430

（注）一般食と特別食の合計は、調査票3【10】入院延患者数合
計×3より少なくなります。患者食事を委託している場合
は記入しないでください。

食

 特　別　食
全部委託している
場合は記入しない

 管理・サービス部門

╮
╰ ╯ 食

 外来部門

建
物
の
延
面
積

 病棟部門

 一　般　食
全部委託している
場合は記入しない 8,489

（5）６月中の患者延食事数（食事日数でないことに注意）

建物の延面積合計
7,981

＋

院外処方せん発行枚数
×100

（注）

件

件

【23】敷地面積・駐車場台数・建物延面積

②

 院外処方せん発行率

（注）検査件数は、検査室で行った検査の件数を計上してください。（①
検査室で行ったもの。②ＲＩ検査を除く。③人間ドックを含む。）

 全身麻酔以外で行った手術 116

敷地内駐車場台数(患者用)

医療用機械器具・備品

②「建物」と「建物附帯設備」は必ず分離計上（見積り
額でも差し支えない）してください。

（注）①全部もしくは一部の資産が病院開設者団体（本部）等
の資産とされ、病院自体によってその資産額が不明の場
合は、本部等について調査のうえ計上してください。

 患者延数（健康診断含む）

╭

敷地内駐車場台数(職員用)

㎡

㎡

台

台

17,898

敷地内駐車場の面積(再掲)

院外処方せん
発行枚数

単位は全て「千円」単位ですので、

桁数に注意してください。

参考例：

1,000,000（7桁） ＝ 10億円
100,000（6桁） ＝ 1億円

面積の単位は平方メートルです。

桁数に注意してください。

参考例 ：
東京ドーム ＝ 46,755 ㎡
国会議事堂 ＝ 103,001 ㎡

「病棟」「外来」「中央診療」「管
理・サービス」の４部門に分け
て計上してください。（※特に
「中央診療部門」）

「入院時食事療養費」および「入院時生活療
養費」の算定の如何についてご回答ください。

（確認例）調査票１０「食事材料費」４６３１千円
調査票１２「一般食＋特別食」１６４７０食
４６３１千円÷１６４７０食≒２８１円（１食当たり食
事材料費）

（確認例）調査票８「検査部門職員数」１０
人×３０日＝３００人（検査部門延職員数）

３８０６５÷３００人≒１２７件（検査部門職員
１人１日当たり検査件数）

（確認例）調査票８「薬剤師（常勤＋非常勤）」
１０.１人×３０日≒３０３人（延薬剤師数）

１７３５９（院内処方せん枚数）÷３０３人≒５７枚
（薬剤師１人１日当たり院内処方せん枚数）

２４０６０（調剤件数）÷３０３人≒７９件（薬剤師１
人１日当たり調剤件数）
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　　病院運営実態分析調査票　１３　（延医師数・入院延患者数・入院収入）

【25】６月中の 　【26】６月中の入院診療収入額

入院延患者数

（注） ① 金額の単位は千円単位です。各項目の数値は四捨五入して計上し、合計は縦横一致させてください。

例えば、2,362,547円の場合は、「2,363」と記入してください。

② 介護保険に係る収入がある場合は、この票に含めないでください。

区分

01 内科 01

02 呼内 02

03 循内 03

05 神内 05

06 皮膚 06

07 小児 07

08 精神 08

09 外科 09

10 呼外 10

13 泌尿 13

14 肛外 14

15 脳外 15

16 整外 16

17 形外 17

18 眼科 18

19 耳鼻 19

20 小外 20

21 産婦 21

22 婦人 22

23 リハ 23

24 放射 24

25 麻酔 25

26 歯科 26

27 上記以外の診療科 以外 27

28 計 28

数値を記入する欄において、該当がないときは空欄とし、
「0」「0.0」「－」などを記入しないでください。

15,257 

６月中の診療収入額（金額単位：千円）

81,815 

 

 

 

 

 

1,321 

ＤＰＣにおける包括評価部分は、この列に計
上してください。ＤＰＣ対象病院ではない病
院は、この列には入力しないでください。

04

消外 12

心外 11

 

消内

入院基本 その他

【24】６月中(30日間)の

診療科別延医師数

（入院＋外来）

診療科別

延医師数

入　院　料　等

６月中の ６月中の

入 院 延

区分

※

12 消 化 器 外 科

22,377 

 

 

非常勤区分

11

 602.5 ≦ 654.0

01○医師・歯科医師(管理専門医師を含む） 17.0 4.880

常　勤
常勤・非常勤・委託別

合 計

231.0

3（入院＋外来）

2,639 

※
調査月に実際に診療に当たっている研修医は、主たる診療科の員数に含めて計上してください。 

（

記
入
例
）

　内　科

　合　計

6月中の入院延患者数の合計は、調査票3
【10】6月中の患者数等の(3)退院患者数、
（4)在院延患者数の合計と概ね一致します。
（ここには介護保険の対象者は含めませんの
で、介護保険の対象者がいる場合は少なくな
ります。）

延医師数

602.5

特定入院料

６月中の
票番号

 45,701 

票番号

8
職　種

4,348 

病床の種類

253,621 

 

391 

 

676 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12,581 867.5 6,351 11,641 

(6)入院延患者数

ＤＰＣ包

括評価部

分
入院基本料

票番号

37,165

【10】６月中の患者数等

患者数又は利

用者数等

2,651

(１)月末在院患者数

13

373 

診療科 診療科別医師数の合計は調査票8【16】医師数
（常勤＋非常勤）× 30日と同じか又
は少なくなります。

3,228 112,267 17,584 28,792 

（室料差額は除く）料等加算

2 420 

患 者 数

3,445 4,753 

2,651

６月中の

17,401

（在院＋退院）

57,340

1,035

入 院 延

106,262 

27,910 

3,816

77 

 

 

221 

票番号

13

病　　院　　名

○○○○病院

 

 

122 

101 

155 391 

1,639 2,242 

101 4,749 2,864 140 23 1,323 255 84 

1,455 

21 

231 

32 34 23 1,321 

161 450 2,652 519 

937 

25,674 734 276 

精神科専門

779 2,167 

738 

療 法 料 (人工透析含む）

2,432 

1,694 13,111 

2,149 

リハビリテ注 射 料

1,055 7,407 

ーション料

574 1,123 891 21 

271 

34 

2,332 

1,786 

66 

13 

127 11,231 598 981 

30.1

9,007 39,022 1,433 

541 

入院基本料
在院延患者
+退院患者

11,491 2,982 

（令和８年６月）

306.4 2,992 

ＤＰＣ
包括評
価部分

16,038 

肛 門 外 科

胃 腸
外 科

240.5

胃 腸
内 科

60.0

120.0

（入院＋外来）

入院収入に計上がある診療
科は、その診療科の医師
数・患者数を計上すること
に注意してください。

呼 吸 器 内 科

小 児 科

検 査 料 画像診断料

患者数に計上がある診
療科は、その診療科の
医師数を計上すること
に注意してください。

患 者 数

4,614 819 

04

皮 膚 科

心臓血管外科

循 環 器 内 科

消 化 器 内 科

票番号

１３

呼 吸 器 外 科

精 神 科

外 科

神 経 内 科

医師数は実人数では
なく、30日間の延人
数です。

注：下記の診療科以外
の科がある場合は、最
も近似する科に含めて
ください。

診 療 科

内 科

（RI除く）

935 

1,582 5,606 

12,754 

病理診断料放 射 線

治 療 料

371 

医学管理等
入院時食
事療養費

（RI含む）

投 薬 料 手 術 料

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 科

27.0

合　計
処　置　料

50,523 

1,347 

61.5

787 

整 形 外 科

眼 科

リ ハ ビ リ 科

麻 酔 科

耳鼻いんこう科

産 婦 人 科

小 児 外 科

婦 人 科

放 射 線 科

合　　計

形 成 外 科

歯 科

4.0

18.0

【16】６月30日現在職員数

(入院時生活療養
費の食費を含む)

（17.0＋4.8）× 30 ＝ 654.0

人工透析は「処
置料」に含めて
計上し、こちら
に再掲してくだ
さい。

合計を調査票11
【20】6月分の
収益額の入院収
入の医療へ転記
してください。

診
　
療
　
科

区
　
分

（ 再 掲 ）

人工透析そ の 他

ＤＰＣ対象病院は、ここの列に計上があります。 逆に、
ＤＰＣ対象病院以外は、この列には計上しないでください。

（確認例） 調査票１

※ＤＰＣ対象病院なら、調査票１に●を付ける。
この列に計上する。

「入院基本料」と「入院基本料等加算」は、分けて計上
してください。

調査票１４の外来に「患者数」と「収入」がある場合に
は、必ず調査票１３に「医師数」を計上してください。

特定入院料を計上してください。

千円単位で計上してください。（確認例）１１２３千円÷７８７人≒１４２７円（１人１日当たり食事療養費）

（確認例）調査票８「医師数（常勤＋非常勤）」２９.１×３
０日≒８７３人 ※８７３人を超えない。

（確認例）調査票３

４２３６＋１２７０＋８４５＋０＋０＝６３５１ 調査票１１「入院収入（医療）」へ転記してください。

「手術料」と「処置料」は分けて
計上してください。

（確認例） 調査票１３

調査票１

※ＤＰＣ対象病院でない場合

は、調査票１に●を付けない。

この列に計上しない。

　 20.

21. ＤＰＣ準備病院

ＤＰＣ対象病院

01

02

03

区分 入院時食事

698 

注：下記の診療科以

外の科がある場合

は、最も近似する科

に含めてください。

診 療 科

内 科

04

循 環 器 内 科

消 化 器 内 科

（入院＋外来）

呼 吸 器 内 科

患 者 数

療 養 費

55,892 4,928 4,459 

胃 腸

内 科

321.0

91.0

3,001 

ＤＰＣ

包括評

価部分 入院基本料

13,431 1,231 9,827 

121 

234 

在院延患者

+退院患者
（室料差額は除く）加  算

６月中の ６月中の

入 院 延

特定入院料

診療科別

延医師数

入　院　料　等

入院基本料 その他

● 20.

21. ＤＰＣ準備病院

ＤＰＣ対象病院

６月一カ月分の
延医師（入院と
外来）数です。
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病院運営実態分析調査票　１４　（外来延患者数・外来収入）

【28】６月中の外来診療収入額

（注） ① 金額の単位は千円単位です。各項目の数値は四捨五入して計上し、合計は縦横一致させてください。

例えば、546,411円の場合は、「546」と入力してください。

② 介護保険に係る収入は、この票に含めないでください。

01 内科 01

02 呼内 02

03 循内 03

05 神内 05

06 皮膚 06

07 小児 07

08 精神 08

09 外科 09

10 呼外 10

胃 腸
外 科

13 泌尿 13

14 肛外 14

15 脳外 15

16 整外 16

17 形外 17

18 眼科 18

19 耳鼻 19

20 小外 20

21 産婦 21

22 婦人 22

23 リハ 23

24 放射 24

25 麻酔 25

26 歯科 26

27 上記以外の診療科 以外 27

28 計 28

121 

8,944 

10,742 

 

（再掲）

 

15,368 

1,991 

 

9,011 

消内

精神科専門

療 法 料

67 

人工透析

 

消外

心外 

 

607 

13,803 

票番号

227 

2 

11 心臓血管外科

12

04 消 化 器 内 科

 

 

382 

8,558 

 

 

 

 

 

159,844 

 

154 

 

112 

871 

206165

8,700 

患 者 数

合計を調査票11【20】6月分の収益額の外来収
入の医療へ転記してください。

 

975 504

8,700 

 

６月中の

（新来＋再来）

　婦　人　科

　内　    科

　婦　人　科

326

患 者 数
（在院延患者＋退院患者）

診療科

　内　    科

６月中の

延医師数

96.0

21.0

(7)6月中の外来延患者数

診療科

3,623　合　計

（＝①新来患者数＋②再来患者

2,074 

23 

（

入
力
例
）

６月中の

外 来 延

（新来＋再来）

5,419 合　　計

6月中の外来延患者数の合計は、調査票3
【10】6月中の患者数等の(7）①新来患者
数、②再来患者数の合計と概ね一致しま
す。（ここには介護保険の対象者は含めま
せんので、介護保険の対象者がいる場合は
少なくなります。）

票番号

14
　内　科

212 231 78 

7,902

初診料

7,902 2,038

新来患者数

票番号

13
診療科別

2,246 

票番号

7,537 

当該診療科が
外来だけの場
合に、調査票
13の延医師数
欄の計上もれ
に注意してく
ださい。

23,506 

票番号

（入院＋外来）

①

5 1,190 

34 26 

3,868 295 

70 132 55 3 

376 1,069 171 215 

12,321 

521 87 1,904 

14 

10 

397 9 

9,235 

4,567 

2 

138 

7,118 4,175 

405 211 

19 

画像診断料検 査 料

(RI除く)

3,028 

5,954 16,987 

341 

55 

3,947 2,646 

5,455 39,227 

202 

769 

36 

1,087 

22 

6,729 

患 者 数

36 

61 

581 

376 

2 

2,509 

34 5 

77 

3,407 

438 

91 

826 720 284 

脳 神 経 外 科

胃 腸
内 科

内 科

呼 吸 器 内 科

小 児 科

751 

放 射 線 科

産 婦 人 科

婦 人 科

循 環 器 内 科

神 経 内 科

外 科

精 神 科

皮 膚 科

麻 酔 科

86 

48 

歯 科

小 児 外 科

眼 科

リ ハ ビ リ 科  

耳鼻いんこう科

形 成 外 科

区分

整 形 外 科

呼 吸 器 外 科

泌 尿 器 科

3,871 

1,263 

120 

肛 門 外 科

票番号

１４

６月中の

外 来 延

診 療 科

注：下記の診療科以外
の科がある場合は、最
も近似する科に含めて
ください。

患 者 数

(新来＋再来)

リハビリテー 手 術・処置料

（人工透析含む）

外来収入に計上がある診療科は、
その診療科の患者数と「調査票13
【24】6月中(30日間)の診療科別延
医師数」に医師数を計上すること
に注意してください。

医学管理等再 診 料 在宅医療料

(RI含む) 治 療 料

 

12 

そ の 他 合　計

87,832 

（令和８年６月）

６月中の診療収入額（金額単位：千円）

123 

放 射 線

１４

ション料

91 

病理診断料

32 

942 1,036 

98 

2,962 

投 薬 料 注 射 料

238 

(外来診療料)

初 診 料

3,964 

297 182 623 

191 

898 

11 

16 63 

91 

70 

135 

257 

15 

1,282 

14,296 

初診料

【10】６月中の患者数等

52,557 

入 院 延 診療科

18,025 

3

11

12

14

６月中の

外 来 延

17,749 

【27】６月中の外来延患者数

7,494

人工透析は「処
置料」に含めて
計上し、こちら
に再掲してくだ
さい。

病　　院　　名

○○○○病院

区
 
 
分

0420,561 

数値を入力する欄において、該当がないときは空欄とし、「0」
「0.0」「－」などを入力しないでください。

診
　
療
　
科

必ず分離して計上してください。
※特に、初診料と再診料

調査票１１「外来収入（医療）」へ転記してください。

外来に「患者数」と「収入」があれば、調査票１３に必ず「医師数」を計上してく
ださい。（入院患者数、入院収入が、ある、ない、にかかわらず）

調査票１３ （診療科別延医師数）

調査票１３（診療科別延医師数）

01

02

03

05

06

07

08

09

10

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

婦 人 科

放 射 線 科

形 成 外 科

歯 科

区分

リ ハ ビ リ 科

麻 酔 科

耳鼻いんこう科

産 婦 人 科

小 児 外 科

4.0

整 形 外 科

眼 科

61.5

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 科 18.0

呼 吸 器 外 科

精 神 科

外 科

神 経 内 科

注：下記の診療科以

外の科がある場合

は、最も近似する科

に含めてください。

診 療 科

内 科

04

皮 膚 科

心臓 血管 外科

循 環 器 内 科

消 化 器 内 科

（入院＋外来）

呼 吸 器 内 科

小 児 科

肛 門 外 科

胃 腸

外 科

240.5

胃 腸

内 科

60.0

3.2

120.0

306.4

30.1

６月中の

12 消 化 器 外 科

11

診療科別

延医師数

調査票１３（診療科別延医師数）

01

02

03

05

06

07

08

09

10

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

婦 人 科

放 射 線 科

形 成 外 科

歯 科

区分

リ ハ ビ リ 科

麻 酔 科

耳鼻いんこう科

産 婦 人 科

小 児 外 科

4.0

整 形 外 科

眼 科

61.5

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 科 18.0

呼 吸 器 外 科

精 神 科

外 科

神 経 内 科

注：下記の診療科以

外の科がある場合

は、最も近似する科

に含めてください。

診 療 科

内 科

04

皮 膚 科

心臓 血管 外科

循 環 器 内 科

消 化 器 内 科

（入院＋外来）

呼 吸 器 内 科

小 児 科

肛 門 外 科

胃 腸

外 科

240.5

胃 腸

内 科

60.0

3.2

120.0

306.4

30.1

６月中の

12 消 化 器 外 科

11

診療科別

延医師数

調査票１３（診療科別延医師数）

01

02

03

05

06

07

08

09

10

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

婦 人 科

放 射 線 科

形 成 外 科

歯 科

区分

リ ハ ビ リ 科

麻 酔 科

耳鼻いんこう科

産 婦 人 科

小 児 外 科

4.0

整 形 外 科

眼 科

61.5

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 科 18.0

呼 吸 器 外 科

精 神 科

外 科

神 経 内 科

注：下記の診療科以

外の科がある場合

は、最も近似する科

に含めてください。

診 療 科

内 科

04

皮 膚 科

心臓 血管 外科

循 環 器 内 科

消 化 器 内 科

（入院＋外来）

呼 吸 器 内 科

小 児 科

肛 門 外 科

胃 腸

外 科

240.5

胃 腸

内 科

60.0

3.2

120.0

306.4

30.1

６月中の

12 消 化 器 外 科

11

診療科別

延医師数

（確認例）調査票３

６６７＋６８２７＝７４９４

05

06

胃 腸

内 科

27.0

120.004

皮 膚 科

消 化 器 内 科

神 経 内 科
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